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日頃は、私の活動に対しご理解とご支援を賜り誠にありがとうございます。
今年の暑い夏も終わり、交野が一番美しい紅葉の季節を迎えました。ご家族ともども文化・スポーツの秋をお楽しみいただいてますでしょうか。
さて、今回は９月議会の主な内容をご報告させていただきます。また、９月議会では市議会の役員体制が改選され、私は、議会運営委員会委員長を拝命しましたのでご報告させていただきます。
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信念! 寄り添い、強く輝くまちへ
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９月議会での主な議案に対する私の考え
★2人目の副市長の選任について…………反対反対反対反対※賛成多数で可決
近隣市を見ても人口１０万人以下の市において2人の副市長をおいている市はない。２人目の副市長をおくお金があるのであれば消防職員の増員を図り、現場力の強化に使うべき。
★京阪バス路線廃止にともなう緊急対策（2億3千万円）…………賛成賛成賛成賛成
切れ目のない公共交通の維持のため、廃止となる路線に市としてマイクロバスを走らせることに同意。
★市街化調整区域（一部）における都市計画税の課税について…………反対反対反対反対※賛成多数で可決
課税対象地域は、倉治八丁目・私部南・星田北二丁目・森北二丁目のそれぞれ一部であり、課税対象者数は276人（令和6年1月1日現在）で、市が市民説明会を計6回開催するも、参加者数は僅か33名で課税対象者に十分説明がされていない。また、将来的に市街化区域への編入が見込めない。

8050問題、老々介護、ヤングケアラー・ごみ屋敷などが社会問題となっており、私たちは全ての人が地域、暮らし、生きがいを共に創り、互いに支えながら活躍する地域共生社会を創らなければなりません。その為の主な方法として「重層的支援体制整備事業」（重層）の強化が必要であることから、三つ視点で議論をすすめました。

―地域共生社会の実現に向けて―：重層的視点体制整備事業の強化について
都市環境福祉常任委員会での取り組み

交野市議会議員

１ 市民の声の拾い方２ 悩みを解決するための体制３ 地域や民間事業者との連携
・身近な相談窓口「まるまど」のさらなる展開・重層支援コーディネーターの育成と人材確保・広報活動の強化・既存の地域資源（地域団体やイベントを活用）・交野市庁内体制の強化・予算措置 など

主な提言
※詳細は交野市議会ホームページをご覧ください。



主な一般質問

ランニングコストは数十年で億単位の額となる。改修費は11校で44億円となり多額の費用。建替え、改修は数十年単位で考えるべきところ、市の答弁はこの20年間の説明のみ。改修をしても、その先一気に建替えの時期となり負担も急増する。建設や改修の費用だけでなくランニングコストなども含めた試算を議会に示すべき。

星田小学校、郡津小学校などはこの20年で概ね築70年となるが、学校の20カ年計画では全て改修としている。改修の概算費用はいくらか？
市の答弁）市の負担として1校あたり約4億円を想定。

建替えによるランニングコストでも費用は変わるのではないか？
市の答弁）ランニングコストの効率化や施設の機能向上などを踏まえた検討は必要。

公共施設の老朽化問題について

日々の生活の中でお困りごとがあれば気軽にご相談ください。
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【野口ようすけ連絡先】

市民クラブの意見駐車場有料化の試行に、手続きの複雑さなど市民から苦情がでているが今後の方向性はどう考えているか？
市の答弁）試行期間の12月末以降については、その後、協議・検討する。

星の里いわふねの現状と今後について

・星のブランコとの連携を強化しエリアの活性化に努めてほしい。

野口

野口の意見

京阪バスからの一部路線廃止通知について市から通知撤回の申し出はしたのか？
野口

市の答弁）撤回の申し出はしていない。

路線バス廃止の経緯と今後について

日ごろから定期的にトップ会談を行っていれば、廃止の時期を遅らせ、その間、代替策をお互いに検討するなどできたのではないか。それが市長の役割だと考える。今後は定期的なトップ会談を求める。

野口の意見

主な地域活動（抜粋）
 アーチェリー千鳥杯兼白倉杯
 平野博文叙勲パーティー
 交野シティフィル演奏会 など

７月～９月の市民相談件数
道路・下水（ ４ 件）・ごみ収集（ ０ 件）・介護（ ３ 件）・信号（ ２ 件）・教育（ ３件）・子育て支援（ ３ 件）・文化スポーツ活動（ ５ 件）・その他（ １ 件）……合計２１件

・市内公共施設全体の駐車場の在り方を先に検討すべき。

市民クラブ

市民クラブ


